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ら
､

最
後
の

討
論
者
で

あ
る

衆
栖
教

授
に
､

次
回
の

犬
舎
で
､

恐
ら

く
は

こ

の

鮎
の

解
決
な

く
し

て

は

十

分
な

解
明
の

得
ら

れ

な
い

で

あ

ろ

う
『

法

人
の

代
表
者
と

代
理

人
の

関
係
に

つ

い

て
』

の

研
究
報
告
を
お

願
い

し
て

】一
層
の

費
展
を

次
同
大
曾
に

期
し
っ

1

､

本
大
食
は

幕
を

閉
じ

た
｡

(

一

橋
大

畢
助

手
･

好

美

清

光
)

経

済
港

学
食

経
済
法
草
食
(

四

月
六

日

明

治
大
草
に

て

開
催
)

の

研
究
含
に

お

け
る

報
告
は

次
の

通
り
｡

(

1
)

｢

経
済
法
の

統
一
(

的
貴
膿
)

概
念
と
し

て

の

『

統
制
』

概
念
に

っ

い

て
+

凱

嘆
朗

丹
宗
昭

信
氏

経
済
的
強
者
と

弱
者
と

あ
る

と
き
､

そ

れ
に

加
え

ら

れ
る

市
場
統
制
の

意
味
に

お
い

て

｢

統
制
+

概
念
を

と
ら

え
､

こ

れ

を

茸
鮭
概
念
と

し

て

経

済
法
を

把
握
す
る

こ

と

を

捷
唱
さ

れ

た
｡

廣
範
な

基
礎
問
題
で

あ

る

だ

け

に

難
解
で
､

鈴

木
(

東
大
)

金
澤
(

北

大
)

西
原
(

大

阪
市

大
)

の

諸
教

授
か

ら
､

更
に

説
明

を

求
め
る

質
問
が

あ
っ

た
｡

(

2
)

｢

債
格
法
を

め

ぐ
っ

て

の

若
干
の

考
察
+㌔
大

雛

青
永
巣
助
氏

米
国
に

お

い

て

払
単
著
と

経
済
学
者
と
の

間
で

問
題
と

な
っ

て

い

る

基

準
地

債
格
制
と
､

大
陸
に

お
い

て

も

論
議
の

的
と

な
っ

て

い

る

再
販
賓
債

椿
維
持
契
約
を

例
に

と
っ

て
､

償
格
法
の

基
本
問
題
ま

で

考
察
さ

れ

た
｡

こ

れ
に

封
す
る

北

村
(

神

戸
)
､

金
澤
､

今
村
(

北

大
)

の

語
数
授
､

正

田

講
師
(

和
犬
)

に

ょ

る

質
問
は
､

主
と

し

て
､

再
販
膏
償
椿
維
持
契
約
に

関
連
す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

(

3
)

｢

中
小

企
業
圃

僅
組
織
法
に

関
す
る

諸
問
題
+

嗣
掛

軸

諾
堀
合

彗
一
氏

北

海
道

大

餌

金
澤
良
雄
氏

敦

ま

ず
､

堀
合
氏
が

わ

が

国
の

中
小

企
業
の

箕
態
か

ら
､

そ
の

合
理

化
の

た

め
の

組
織
化
､

即
ち

本
法
の

必

要
性
を

明
ら

か

に

さ

れ
､

次
い

で
､

金

澤
教
授
が

本
法
に

お

け

る

中
小

企
業
の

組
織
化
の

意
義
と

本
法
の

規
定
の

特
異
鮎
を

示
さ

れ

た
｡

問
題
あ
る

本
浪
だ

け

に

疑

鮎

多
.
く
､

矢

澤
(

東

大
)
､

金
澤
､

西
原
､

北
村
､

田

中
二

郎
(

東
大
)

､

田

中
誠
二

(

一

橋
大
)

の

諸
教
授
か

ら

質
問
が

あ
っ

た

が
､

最
も

問
題
と
さ

れ
た

の

は
､

加
入

命

令
と

過
怠
金
で

あ
っ

た
｡

な
お
､

こ

れ

ら
の

報
告
の

詳
細
は
､

学
食
の

機
関
誌
と

し

て
､

近
く

嶺

刊
改
定
の

｢

経
済
法
学
舎
年
報
+

(

商
事

法
務

研
究

含
)

に

掲

載
さ

れ

る

像
定
で

あ

る
｡

(

一

橋
大

早
大

孝
院

畢
生
･

中

川

和

彦
)

日

本

刑

港
拳
骨
(

第
十
七

同
大
合
)

日

本
刑
法
草
食
第
十
七

同
大
含
は
､

昭

和
三

十
三

年
四

月
八
･

九
両
日

に

わ

た

り
､

専
修
大
草
に

お
い

て

開
催
さ

れ

た
｡

第
一

日

て

国
際
骨
議
報
告

｢

人

権
保
護
に

:

関
す
る

国
連
ア

ジ

ヤ

禽
議
+

∂7
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瞥
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東
京

大

草

助

教

授

平
野
龍
一

氏

｢

第
七

同
園
際
刑

誓
議
+

組
北

大

紳

木
村
亀
二

氏

｢

犯
罪
の

防
止
お

よ
び

犯
罪
者
の

廃
退
に

関
す
る

第
二

同
ア

ジ

ア

極
東

セ

､

､

､

ナ

ー
+

舶

謂
小

野
清
一

郎
氏

二
､

絶
食

本
年
度
草
野
賞
は

東
北
大
学
講
師
大
野
平

吉
氏
｢

共
犯
従
展
性
の

理

論

と

濁
立

性
の

理

論
+

お
よ

び

東
京
大
学
助

教
授
藤
木
英
雄
氏
｢

過
失
犯
の

考
察
+

に

授
賞
さ

れ

た
｡

三
､

研
究
報
告

｢

教
唆
の

未
遂
+

発
大

桐

大

軍
吉
氏

報
告
者
は

被
教

唆
者
が

犯

罪
の

貴
行
に

着
手
し
て

未
遂
に

終
っ

た

易
合

を

除
く

｢

儀
義
の

教
唆
の

未
遂
+

に

問
題
を

限
局
し
､

そ
の

間
題
の

中
心

は
､

従
衆
論
ぜ

ら

れ

て

来
た

よ

う
な

｢

共
犯
+

の

鮎
に

あ

る

の

で

は

な

く
､

む
し

ろ

｢

未
遂
+

の

鮎
に

あ
る

と
し
､

こ

れ

に

関
す
る

刑
法
第
四

十

三

傑
本
文
の

規
定
の

中
に

｢

狭
義
の

教
唆
の

未
遂
+

の

場
合
が

含
ま

れ
る

か

ど

う
か

が

問
題
で

あ

る

と

す
る
｡

そ

う
し
て
､

狭
義
の

教
唆
行
為
も
､

そ
の

外
部
的
行
為
か

ら
､

犯

意
の

二

義
的
解
繹
を

許
さ

な
い

と

認
め

ら
れ

る

か

ら
､

ま
さ

に

｢

賓
行
二

着
手
シ

+

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る

と

し
て
､

報
告
者
は

教
唆
の

未
遂
の

可
罰
性
を

肯
定
す
る
｡

｢

靂
責
任
と

推
定
+

鮎

頑
鯛

重
砲

津
也
氏

報
告
者
は

畢
謬
責
任
論
が

本
爽
的
な

意

義
を

持
つ

に

至
っ

た

の

は

嘗
事

者
主
義
的
な

現
行
刑
訴
法
下
に

お

い

て

で

あ

る

と

前
提
し
､

現
法
､

英
米

法
に

お

け

る

｢

畢
置
責
任
+

概
念
お

よ

び

｢

推
定
+

概
念
を

明

確
に

分
析

整
理

し
､

そ
の

両
屠
の

鰭
係
に

論
及
し

た

上
､

わ
が

刑
事
訴
訟
の

官
事
着

船

主
義
化
に

よ
る

有
罪
立
静
の

困
難
を

克
服
す
る

方
策
と

し
て
､

基
本

的
に
.

は

｢

疑
わ

し

き

は

被
告
人
の

利
益
に
+

と
い

う
立

場
を

維
持
し
っ

ゝ

､

刑

罰
規
定
か

ら

立

讃
困

難
な

要
素
を

除
去
し

賓
際
化
す
る

と

共
に
､

推
定
規

定
を

設
け
､

そ
の

教
具
に

期

待
す
べ

き
こ

と

等
を

主

張
し
た
｡

第
二

日

一

､

研
究
報
告

｢

不

眞
正

不

作
為
犯
の

問
題
性
+

1
と

く
に

そ

の

構
成
要
件
該

嘗
性
に

つ

い

て

1

鵬

嘆
鯛
･
中
谷

撃
氏

報
告

者
は
､

ナ

ー

ダ

ラ

ー

以
爽
ド

イ
ツ

に

お

い

て
一

般
に

靡
く

認
め

ら

れ

て

い

る

｢

保
障
(

人
)

理
論

G

宅

賀
t

e

n
-

e

F

3
+

を
､

お

よ

そ

作
為
義

務
者
と
い

う
よ

う
な
一

般
的
な

要
素
を

特

別
構
成
要
件
の

中
に

持
ち

込
む

も
の

と

し
て

非
難
し
､

不

眞
正

不

作
為
犯
の

成
香
は
､

各
個
の

特

別
構
成

要
件
の

規
定
の

解
繹
に

轟
き
る

と

結
論
す
る
｡

.

｢

目

的
的
行
為
理

論
の

法
思
想
史
的
考
察
+

鮎
疎

遠
内
藤

謙
氏

報
告
者
は
､

目
的
的
行
為
理

論
の

成
立
と

新
カ

ン
■
ト

畢
汲
と
の

関
連
性

を

説
き
､

さ

ら

に

第
二

次

大
戦
中
に

お

け
る

ナ

チ

ス

法
思
想
と
の
･
結
び

つ

き
に

は
､

何
等
論
理

的
必

然
性
の

な
い

こ

と
､

ま

た

第
二

次
大
戦
後
の

自

然
法
思
想
と
の

関
係
な

ど

に

つ

い

て

論
及
し
､

最
後
に
､

目

的
的
行
為
理

論
に

封
し
､

そ

れ

が

結
果
と

か

法
益

と
か

を

軽
成
し
て

い

る

も
の

で

は

な

い

か
､

犯

罪
を

定
型
上

し
て

把
握
し

て

い

な
い

の

で

は

な
い

か
､

そ

れ
が

封
象
と

し

て

い

る

行
為
は

果
し

て

存
在
論
的
行
為
で

あ
る

か
､

な

ど
の

諸



甥
･

鮎
か

ら
､

考
察
を

加
え
た
｡

｢

離
酎

者
に

封
す
る

立
法
措
置
+

共
同
研
究
報
告

植
桧
正

氏
司
令
の

も

と
に

久
薩
田

名

書
､

西
村
克
彦
､

日

沖
憲

郎
､

本

田

正

義
､

宮
内
裕
の

五

氏
か

ら

各
自
考
案
の

立

法
私
案
に

つ

い

て

の

説
明

が

な

さ

れ

た

後
､

司
令
者
の

摘
示

す
を

数
個
の

論
鮎
に

つ

い

て
､

参

合
着

全
員
々

含
め

て

討
論
す
る

と

い

う
形
で

行
わ

れ
た
｡

別
に

採
決
を

し

た

わ

け

で

は

な
い

が
､

(

こ

何
等
か

の

立

絵
描
置
を

必

要
と

す
る

説
が

強
く
､

(

二
)

原
因
に

お

い

て

自
由
な

行
為
に

つ

い

で

も

明
文
を

置
く
ぺ

き
で

あ

る

と
の

議
論
と
そ

れ

を
不

要
と

す
る

論
と

あ

り
､

(

三
)

ド

イ

ツ

刑

法
第

三

三

〇
條
a

の

よ

う
な

有
責
離
酎
下
の

遵
法
行
魚
者
に

特
別
の

責
任
を

認

め

る

立

法
の

嘗
香
が

論
ぜ

ら

れ
､

(

四
)

泥
酔
し
て

他
人
に

迷

惑
を

か

け

る

者
の

虞
罰
規
定
の

設
置
を

要
望
す
る

撃
玖
上

向
か
っ

た
｡

(

司

法

修

習
生
･

阿

部

昭

吾
)

､

ミ

...▲√
･=T
,一″､

( 9 9 ) 学 界■滑 息

9 少




